
別紙様式　２ ２－１

１　施設等の整備等

番号 面積 工種 施設の概要 設置主体名 備　考

２　森林の景観対策等

面積

３　その他

②　現地及び案内板に危険場所の明示

③　入口で利用者への注意喚起

④　ゴールデンウィークや夏期シーズン等に駐車場整理の人員配置

⑤　安全性の観点から老朽化した白谷雲水峡管理棟横案内板の建て替え（英語･韓国語・中国語を併記）

⑥　危険木、倒木発生時の措置

　ア、白谷雲水峡弥生杉先の階段下の１本の措置

　　       　　発見日 平成２７年４月２５日　１本、撤去日 平成２７年４月２９日

           　　 樹種  ； サカキ（枯木）、径約 25cm、長さ約 8m

  イ、白谷雲水峡雲水歩道（②と③の間） に大雨による倒木（２本）と飛流歩道の危険木（枯木）３本の措置

　   　    　　発見日 平成２７年５月１７日、撤去日 平成２７年５月２１日　

            　　倒木の樹種  ； ヤマグルマ、大きさ；径約 50cm,　長さ約 5m✕２本

　　   ・ 飛流歩道の危険木（枯木）３本の内訳

　　　　　  　 危険木Ａ・・・・・樹種；ツガ、大きさ；径 60cm、長さ約 8m

　　　　　     危険木Ｂ・・・・・樹種；不明、大きさ；径 32cm、長さ約 4m

　　　　　     危険木C・・・・・樹種；不明、大きさ；径 33cm、長さ約 4m

  ウ、白谷雲水峡楠川歩道（駐車場～⑫までの間）の倒木１本と危険木２本の措置

　　           発見日 平成２７年７月６日、撤去日 平成２７年７月９日　

　　　　　       倒木・・・・・樹種；ツガ、大きさ；径約 40cm、長さ約 8m

　　　　　       危険木Ａ・・・・・樹種；不明、大きさ；径約  40cm、長さ約6m

　　　　　       危険木Ｂ・・・・・樹種；不明、大きさ；径約 ４0cm、長さ約 8m

  エ、紀元杉幹ひび割れ保護ケーブリング設置状況点検　期日；平成２７年１１月１８日

⑦　白谷雲水峡、ヤクスギランド入口に防犯カメラの設置

　収受　：　ゲート方式、リーフレット（英語版を含む）・併用リーフレット・絵葉書付き領収書の配布

 英語・韓国語・中国語併記の案内図配布（白谷雲水峡）

　活用　：　施設の維持補修、白谷雲水峡のリーフレット10万部と同絵葉書付領収書個人用10万部印刷

　　  　　　 トイレの維持管理

①　 家族を対象とした夏休み親子森林教室の実施

  　　ア、実施日 ； 平成２７年８月２３日（日）

　　　イ、場所 ； ヤクスギランド

 　　 ウ、参加者数 ； １１家族３０名（大人１２名、子供１８名）、森林インストラクター５名の他随行スタッフ５名

②　小中学生への作文募集、審査、展示、HPでの応募作品の紹介及び審査発表

　　　ア、募集期間　平成２７年９月１日～平成２７年９月３０日

  　　イ、展示　＜屋久島環境文化村センター交流ホール＞　平成２７年１１月４日～平成２７年１１月２０日

      　　　　　　＜安房総合センターロビー ＞　平成２７年１２月７日 ～平成２７年１２月１６日 

 　　 ウ、各学校別応募作品数

　　　　　・中学校 1校 ； 中央中学校２１作品

　　　　　・小学校６校 ； 永田小学校１２作品、神山小学校１２作品、宮浦小学校６作品、安房小２作品、

 　　八幡小１作品、栗生小１作品

  　　エ、応募総数 町内１中学校より２１作品、６小学校より３４作品、総数５５作品

③　白谷避難小屋の維持管理及び同トイレし尿の搬出（搬出回数９回、総搬出量8,320ℓ）

④　雨量計の確認（平成２７年年間雨量 ； 白谷雲水峡6,619.5mm、ヤクスギランド10,499.0mm)

      　＜参考＞   （平成２６年年間雨量 ； 白谷雲水峡7,416.0mm、ヤクスギランド 9,774.0mm)

   　　　　　　　　   （平成２７年年間最大雨量月 ； 白谷雲水峡 7月1,531.5mm、ヤクスギランド 6月1837.0mm）

   　　　　　　　　   （平成２６年年間最大雨量月 ； 白谷雲水峡 9月1,175.5mm、ヤクスギランド 6月1,232.0mm）

⑤　白谷雲水峡（苔むす森、くぐり杉の２種）、ヤクスギランド（荒川橋上流、千年杉の２種）、風景林（大川の

　　 滝、千尋の滝の２種）の６種のポスター（Ｂ１サイズ）を発行

⑥　ホームページの更新  

　   休養林内で見られる四季折々の草花や鳥類・昆虫等の紹介、レク森の活動実績・計画・予算・決算の

ソフト対策

作業の目的等 実施主体等

なし

なし

収受・活用

作業名 林小班

安　全　対　策

①　協議会職員による巡視（歩道･危険木・手摺り・ロープ等の安全点検）を毎日実施、その結果を管理日誌

　    に記載し、必要に応じて安全点検日誌に記録

受益者負担の

平成２７年度　「レクリエーションの森」年間活動実績
屋久島レクリエーションの森保護管理協議会

施設名 林小班



別紙様式　２ ２－２

　　 公表、台風情報、冬場の積雪状況、夏休み親子森林教室、アサヒビールボランティア活動のようすや

　　 小中学生作文募集応募作品の紹介等本協議会関連の各事業をタイムリーに紹介

　　 (HＰ更新回数；ヤクスギランド２２０回、白谷雲水峡４８回)

①　歩道の補修

      ア、白谷雲水峡雲水歩道（いこいの大岩手前の歩道）で大雨による倒木が発生（平成27年5月17日）し、

 　　　　 径約 50cm、長さ約 5mのヤマグルマ２本が歩道デッキ上に横倒しとなったことにより、デッキを一旦

　　　　　解体（階段約３ｍを含む長さ約８ｍ）、倒木の処理を行ったあとデッキを復元

工期；平成２７年５月２０日～５月２５日　　　　　完成；平成２７年５月２５日

　　　イ、白谷雲水峡弥生杉歩道気根杉手前２箇所の手摺りの支柱が腐食したため、手摺りの取り替え

（１箇所約８ｍ×２箇所）

工期；平成２７年５月２０日～５月２２日　　　　　完成；平成２７年５月２１日

　　　ウ、その他、協議会職員による、手摺り・同金具や踏板・滑り止め交換またはぐらつき補修（随時）

②　森林環境整備推進協力金設定額と職員給与について検討する協力金等検討会の実施

 　　 ア、第１回検討会 （出席検討委員１０名）

　　　　　　　実施日 ； 平成２７年６月２９日(月)、１５：００～１６：３０

 場　所 ； 屋久島離島開発総合センター２階　第２会議室

　　　イ、第２回検討会　（出席検討委員８名）

　　　　　　　実施日 ； 平成２７年７月２４日(金)、１３：３０～１５：００

  場　所 ； 屋久島離島開発総合センター２階　第２会議室

　　　ウ、検討会が方向性を出した事項

･森林環境整備推進協力金改定後の設定額（案）

　　個人現行 300円 → 500円、団体同 250円 → 400円、

 　 併用同 500円 → 先に入林する所 500円、後に入林する所 300円

　　実施時期（案）は平成29年４月１日

※ 改定案は平成28年３月25日の総会で決定、但し同総会で「併用」の文言を平成28年4月1日

　　より「100円割引券」に、平成29年4月1日より「200円割引券」に改定

･職員給与について（案）

　　事業内容を精査した上で、給与の改正を優先するとし、給料表を事務局案で改定の

　　方向性を示すが、詳細は会長の判断とし、検討会後平成27年8月31日開催の総会

　　において事務局（案）で同年10月１日改定が決議され、同日改定実施

③　サポーターアサヒビール(株)との共同ボランティア活動の実施

  　　　ア、実施日時 ； 平成２７年１１月１４日（土）、１２：００～１４：３０

　　　　イ、場所 ； ヤクスギランド全域と紀元杉遊歩道）

　　　　ウ、参加者数 ； アサヒビール１５名、地元関係機関（屋久島森林管理署、屋久島森林生態系保全

　　　　　　 センター、屋久島自然保護官事務所、屋久島パークボランティアの会、屋久島町、公益社団法人

　　　　　　 屋久島観光協会、レク森協議会）２８名、屋久島青年会議所３名、森泉ブランド開発研究会６名、　

              ボランティア平和の会２名、南九州酒販（株）２名、（有）熊毛レンタカー１名、個人１名

　　　　　　　（一般参加者計１５名）（参加者総数５８名）

　　　　エ、主な作業内容 ； Ａ～Ｈまでの８班に分け木道、手摺りの苔落としと滑り止めの張り替え

※　その他のボランティア活動の実施

　　　　 ア、活動団体 ； （株）伊藤園及び公益財団法人屋久島環境文化財団、レク森協議会

  　　　 イ、実施日時 ； 平成２７年９月１２日（土）、１１：３０～１２：３０

　　　   ウ、場所と活動内容 ； 白谷雲水峡入口木道から憩いの大岩手前の橋まで木道・手摺りの苔落とし

　　　　 エ、参加者数 ； （株）伊藤園７名、（公団）屋久島環境文化財団４名、レク森協議会３名、計１４名　

④　屋久島山岳部利用対策協議会及び屋久島町エコツーリズム推進協議会との連携

　　　　　　・　白谷雲水峡管理棟設置募金箱の平成２７年度募金額　420,222円（参考前年；445,267円）
　　　　　　・　ヤクスギランド管理棟設置募金箱の平成２７年度募金額  71,562円（参考前年；84,218円）
　      イ、携帯トイレ販売数
             ・　白谷雲水峡管理棟 1個入り３７袋、２個入り３袋　＜参考；平成２６年度1個入り５５袋＞
             ・　ヤクスギランド 1個入り０袋、２個入り９１袋　＜参考；平成２６年度1個入り９３袋＞　
　      ウ、その他
　　      　・　両地区に設置の携帯トイレブース及び携帯トイレ改修箱の管理
⑤　 職員の救命措置（ＡＥＤ、応急手当）研修の実施
　     ア、研修日時  ； 平成２７年４月２３日(木)、１７：３０～１８：３０
　     イ、場所 ； 宮之浦保健センター
　     ウ、講師 ； 熊毛地区消防組合屋久島北分遣所
　     エ、参加者数 ； １２名

  　　　ア、屋久島山岳部保全募金箱設置

ソフト対策

その他特記

すべき事項

　　　（屋久島山岳部保全募金箱設置の協力、携帯トイレ普及の協力）
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